
T4ファージの形成過程

T2 phage  

T2 mutant phage  

T2 r : rapid-lysis mutant 
T2 r+:wild-type 

原因は分からないが、プラークの
形をかえる変異を得ることが容
易にできた

1945年：変異株ファージ間で
の遺伝的組み換えの発見

大腸菌B株とＢ/２株の混合菌でプ
ラークを作らせることで、h+r+, hr, 
hr+, h+rを区別

T2h:野生型T2が吸着できない大腸菌B/2 
　　に感染できる変異株 
T2 r : rapid-lysis 変異株
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Muは!ファージと異なり、挿入が起こる場所はランダムである

普遍形質導入

P1　トランスダクション

特殊形質導入

多くの変異部位を同定することで、遺伝子には変異する部位
がたくさんありそれが線状に配列していることが分かった。

S. Benzer, PNAS, (1961) 



相補性検定 
シス-トランス検定 
シストロン

細菌の変異についての適応説
（ラマルク説）は否定

(１９４３年) 

遺伝マーカーの迅速なスクリーン

(１９４４年) 

必須代謝物合成能に影響を与
える変異体の分離

栄養要求株 (auxotroph) 
原栄養株 (prototroph) 


